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鄭
玄
の
社
稜
解
釈
に
つ
い
て

所
謂
社
税
を
郷
玄
は
地
示
と
し
て
め
た
。
し
か
し
、
一
部
の
今

文
説
、
及
び
緯
書
説
を
除
く
と
、
か
か
る
解
釈
は
後
漢
の
学
者
の
支

持
を
得
な
い
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
、
税
の
王
粛
に
よ
っ
て
激
し
く
論

駁
さ
れ
た
こ
と
も
周
知
に
属
し
よ
う
。
そ
れ
が
彼
ら
の
無
J

説
、
或
い

は
否
定
し
た
緯
警
の
所
説
で
あ
っ
た
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、
特
に

吋
左
伝
』
に
明
示
さ
れ
る
社
複
の
定
義
に
対
す
る
鄭
玄
の
解
釈
の
葦

強
さ
、
そ
の
一
論
盟
操
作
の
不
整
合
性
が
街
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
け

れ
ど
も
、
社
稜
を
地
一
不
と
し
て
認
め
る
鄭
玄
の
解
釈
は
、
彼
自
身
が

構
築
す
る
地
示
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
か
ら
一
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
こ
れ
に
包
括
さ
れ
得
る
も
の
で
も
あ
る
。
鄭
玄
が
『
周
礼
』
を
悲

軸
と
し
て
経
書
解
釈
に
構
築
す
る
礼
体
系
は
、
多
分
に
独
特
の
形
式

的
論
理
操
作
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
故
に
、
な
る
ほ
ど
王
粛
が
論
駁
す

る
が
如
き
論
理
的
矛
盾
も
頻
々
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

間

内患

j間

れ
だ
け
を
組
上
に
載
せ
て
も
、
の
礼
体
系
は
大
枠
と
し
て
十
全

な
る
円
満
岳
足
性
を
保
ち
、
徴
動
だ
に
し
な
い
の
で
あ
る
。
畢
寛
、

鄭
玄
の
社
稜
解
釈
に
対
す
る
論
駁
も
、
彼
の
配
地
体
系
を
視
野
に
入

れ
た
総
合
的
な
分
析
を
経
た
そ
れ
で
は
な
い
。
ま
た
、
鄭
玄
の
そ
れ

に
就
い
て
の
従
前
の
論
考
も
、
王
粛
と
の
差
異
の
み
が
強
調
さ
れ
た

感
が
あ
る
。
社
稜
は
鄭
玄
の
犯
地
体
系
に
然
る
べ
き
位
置
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
わ
け
だ
。
+
に
お
い
て
そ
の
社
稜
解
釈
を
敢
え
て
取

り
上
げ
る
所
以
で
あ
る
。

立
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鄭
玄
は
、
社
稜
を
大
地
の
に
対
す
る
信
仰
か
ら
生
じ
た
地

一
部
と
し
て
、
基
本
的
に
は
捉
え
る
。
こ
の
こ
と
を
主
と
し
て
『
駁
五

(
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経
異
義
』
に
展
開
削
さ
れ
て
い
る
、
鄭
玄
の
社
稜
解
釈
に
沿
っ
て
論
ず

る
こ
と
に
す
る
。
『
駁
五
経
兵
義
』
は
彼
の
初
期
に
な
る
著
述
で
は

あ
る
が
、
社
稜
に
就
い
て
の
最
も
概
括
的
な
解
釈
が
示
さ
れ
て
お



り
、
し
か
も
こ
れ
は
晩
年
に
至
る
ま
で
変
吏
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
著
述
の
担
的
・
性
格
の
故
に
、
鄭
玄

の
解
釈
と
漢
代
一
般
の
そ
れ
と
の
比
較
も
容
易
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
『
駁
五
経
異
議
』
に
お
け
る
社
桜
に
関
す
る
鄭
玄
の
解
釈

は
『
問
礼
』
を
起
点
と
す
る
。
「
春
官
」
大
宗
伯
の
「
以
血
祭
祭
社

税
五
間
五
獄
、
以
程
一
沈
祭
山
林
川
沢
、
以
蹴
辛
祭
四
方
百
物
」
に
注

司
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
経
文
に
は
鄭
玄
が
構
想
す
る
社

稜
の
そ
れ
を
含
む
地
一
部
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
関
わ
る
問
題
が
伏
在
し
て

い
た
。
従
っ
て
、
先
ず
こ
の
間
題
か
ら
論
ず
る
必
要
が
あ
る
。

血
祭
・
組
沈
・
一
州
事
の
次
序
を
肥
地
に
お
け
る
儀
礼
内

の
尊
卑
を
叙
す
る
も
の
と
し
て
認
め
る
。
犠
牲
の
血
を
地

示
に
薦
し
、
大
地
に
そ
れ
を
幣
ぐ
祭
法
に
従
う
と
推
測
さ
れ
る
血
祭

を
柁
地
儀
礼
の
尊
犯
と
し
て
想
定
す
る
わ
け
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
厄
介
な
問
題
に
鄭
玄
は
直
面
し
た
。
血
祭
@
組
沈
・
一
蹴
主
十
は

こ
の
上
文
に
示
さ
れ
る
三
等
の
杷
天
儀
礼
の
次
序

i
漉
紀
@
実
柴
・

細
川
煉
と
対
応
し
、
加
え
て
、
天
神
に
対
す
る
最
高
の
供
儀
た
る
躍
犯

の
条
に
は
天
神
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
高
神
た
る
果
天
上
帝
が
挙
げ
ら
れ

(
2〉

て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
か
る
躍
犯
に
対
応
す
る
は
ず
の

血
祭
の
そ
れ
に
は
大
地
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
社
稜
以
下
の

地
一
示
は
い
ず
れ
も
鄭
玄
の
構
想
す
る
地
示
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
高
神
と

し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
不
一
一
一
一
口
祭
地
、
此
皆
地
示
、
祭

州
側
玄
は
、

。〉

地
可
地
也
」
と
鄭
玄
が
注
す
る
の
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
説
切

で
あ
っ
た
。
詳
細
は
紙
隔
の
関
係
で
避
け
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
如

き
主
旨
で
あ
る
。

大
地
示
に
対
す
る
祭
法
に
は
社
稜
以
下
の
地
示
の
そ
れ
と
共
通
す

る
内
容
が
あ
る
。
と
り
わ
け
社
稜
の
そ
れ
は
大
地
示
と
音
楽
・
圭
壁

ハ
3
)

を
同
じ
く
す
る
。
つ
ま
り
、
大
宗
伯
の
経
文
は
社
稜
を
以
て
大
地
一
不

を
兼
ね
て
い
る
と
想
定
し
、
大
地
示
の
基
本
的
祭
法
も
血
祭
で
あ

る
、
と
認
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
鄭
玄
が
構
想
す
る
大
地
示
、
す
な
わ
ち
方
丘
と
北
郊
を

そ
れ
ぞ
れ
祭
場
と
す
る
見
福
山
と
「
神
川
の
神
」
に
は
、
地
一
不
信
仰

の
本
質
と
し
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
地
母
神
的
性
格
が
付
与
さ
れ

て
い
な
い
。
天
神
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
高
神
た
る
果
天
上
帝
、
そ
の
下

属
神
た
る
感
生
帝
と
同
じ
鼠
性
を
、
鄭
玄
は
こ
れ
ら
に
見
る
の
で
あ

(
4
)
 

る
。
し
か
し
、
鄭
玄
は
大
地
の
豊
鏡
性
を
無
視
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
血
祭
以
下
の
三
等
の
紀
地
儀
礼
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
社
稜
以
下

に
大
地
の
生
命
力
に
関
す
る
多
様
な
神
性
を
看
取
す
る
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
血
祭
の
条
に
お
い
て
首
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
社
稜
を
土
地
神
信
仰
の
最
大
の
宗
教
活
動
と
し
て
鄭
玄
は
認
め

る
の
で
φ

め
っ
た
。

さ
て
、
か
か
る
大
宗
伯
の
経
文
に
基
づ
き
、
鄭
玄
は
『
駁
五
経
異

に
お
い
て
「
宗
伯
以
血
祭
祭
社
稜
五
獄
四
演
。
社
稜
之
神
若
句

( 13 ) 



龍
柱
棄
、
不
得
先
五
獄
而
食
」
と
い
う
。
そ
の
詳
細
は

W
に
譲
る

が
、
許
慎
の
如
く
社
稜
を
句
龍
等
の
人
格
神
と
し
て
認
め
た
な
ら

ば
、
地
示
そ
の
も
の
で
あ
る
五
穀
よ
り
先
に
血
祭
の
条
に
挙
げ
ら
れ

る
べ
く
も
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
主
張
に
は
二

点
ば
か
り
の
前
提
が
あ
っ
た
。
人
格
神
を
特
記
す
る
祭
犯
は
地
示
の

そ
れ
よ
り
も
下
位
に
列
せ
ら
れ
る
べ
き
小
犯
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ

と
、
社
稜
に
臭
天
上
帝
・
昆
福
山
な
ど
の
天
地
の
神
々
に
次
ぐ
神
性

を
見
る
こ
と
、
で
あ
る
。
先
ず
前
者
に
つ
い
て
。
例
え
ば
、
「
春
宮
」

箭
章
に
「
凡
屈
折
年
子
日
祖
、
欽
脇
雅
、
撃
土
鼓
、
以
楽
田
駿
」
と

あ
り
、
孟
春
の
郊
祭
の
後
に
行
う
祈
年
の
祭
犯
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
主
神
た
る
出
祖
と
田
駿
は
収
穫
の
神
で
あ
ろ
う
。
収
穫
の

神
は
大
地
の
豊
続
性
の
力
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
地
示
と

結
び
つ
く
。
し
か
し
、
鄭
玄
は
か
か
る
国
組
を
神
農
と
し
て
解
し
、

ま
た
明
言
を
避
け
て
い
る
が
、
出
峻
を
后
稜
と
し
て
認
め
て
い
る
が

(
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如
く
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
人
格
神
で
あ
る
と
断
案
す
る
わ
け
だ
。
そ

し
て
、
祭
犯
に
使
用
さ
れ
る
音
楽
・
楽
器
は
社
稜
の
そ
れ
と
異
な

り
、
そ
の
礼
秩
は
卑
位
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
自
す
る
。
音

〈

6
)

楽
は
姑
く
置
き
、
社
稜
の
楽
器
に
つ
い
て
は
「
地
官
」
鼓
人
に
「
以

霊
鼓
談
社
祭
」
な
る
明
文
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鄭
玄
は

こ
の
「
社
祭
」
を
社
稜
に
限
定
し
な
い
。
方
丘
配
地
に
霊
鼓
を
使
用

(
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す
る
と
の
叙
述
が
「
春
官
」
大
司
楽
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
社
祭
、

祭
地
示
也
」
と
注
し
、
社
を
大
小
を
関
わ
な
い
な
べ
て
の
地
示
を
指

す
総
称
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
、
き
鄭
玄
の
見
解
を
敷

桁
す
る
な
ら
ば
こ
う
な
ろ
う
か
。
神
農
・
后
稜
は
室
主
で
あ
り
、
后

稜
に
至
っ
て
は
周
の
始
祖
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
こ
と
大
地
の
豊
鏡
性

に
関
す
る
人
格
神
と
し
て
の
み
特
記
さ
れ
た
場
合
、
民
間
に
お
け
る

単
な
る
土
地
公
に
過
ぎ
な
い
が
如
く
で
あ
る
。
畢
覚
、
鄭
玄
が
想
定

す
る
社
稜
の
神
性
は
大
地
が
有
す
る
属
性
と
そ
れ
が
社
会
に
及
ぼ
す

影
響
力
の
み
に
保
証
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
社
稜
が
天
地
の
祭
犯
に
次
ぐ
尊
記
で
あ
る
こ
と
は
、

『
礼
記
』
「
王
制
一
の
「
喪
三
年
不
祭
、
唯
祭
天
地
社
稜
、
為
越
線
市
行

事
」
に
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
鄭
玄
は
こ
れ
に
「
不
敢
以

卑
廃
尊
」
と
注
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
『
鄭
志
』
に
見
る

〈

8
〉

こ
と
が
で
き
る
。
喪
中
の
三
年
間
は
宗
廟
の
祭
柁
を
中
止
し
、
た
だ

天
地
社
稜
の
そ
れ
を
行
う
の
は
、
こ
れ
ら
が
至
尊
で
あ
る
か
ら
だ
。

枢
車
の
引
き
綱
を
越
え
て
も
祭
場
に
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
六

宗
・
山
川
等
は
そ
う
で
は
な
く
、
喪
中
に
あ
っ
て
は
廃
止
を
余
儀
な

(
9
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く
さ
れ
る
。
か
く
の
如
く
、
鄭
玄
は
社
稜
を
宗
廟
の
蹄
袷
よ
り
も
上

位
の
尊
柁
と
し
て
認
め
も
す
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
「
春
官
」
慰
師
に
「
立

大
記
、
用
玉
吊
牲
松
。
立
次
配
、
用
牲
幣
。
立
小
紀
、
用
牲
」
と
あ

る
。
国
記
三
等
の
礼
を
立
て
る
こ
と
を
い
う
叙
述
で
あ
る
。

( 14 ) 

こ
れ
に



対
し
て
、
鄭
玄
は
大
宗
伯
が
主
管
す
る
古
礼
た
る
天
神
・
地
示
。
人

(
叩
〉

鬼
に
事
え
る
典
礼
に
、
以
下
の
如
く
該
当
さ
せ
る
。
三
等
の
一
紀
天
儀

礼
た
る
極
秘
・
突
柴
・
細
川
燦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
に
挙
げ
ら
れ
る
、
央

天
上
帝
を
大
刷
、
日
月
星
辰
を
次
一
刷
、
司
中
以
下
を
小
犯
と
し
て
解

す
る
。
配
地
儀
礼
の
場
合
は
、
見
街
山
と
「
神
州
の
神
」
を
大
犯
と

し
て
認
め
る
の
だ
ろ
う
、
山
山
祭
の
社
桜
・
五
紀
・
五
獄
を
次
一
紀
、
納
税

沈
と
師
事
の
山
林
・
川
沢
・
百
物
を
小
配
と
す
る
。
そ
し
て
、
人
鬼

を
祭
る
吉
礼
た
る
宗
一
附
は
括
め
て
大
犯
と
し
て
解
す
る
の
で
あ
る
。

見
て
の
通
り
、
社
桜
は
、
一
ニ
等
の
祭
杷
体
系
に
お
い
て
宗
廟
よ
り
も

下
位
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
天
官
」
、
酒
正
に

も
な
べ
て
の
祭
犯
を
大
祭
・
中
山
内
一
て
小
駒
栄
に
分
類
す
る
叙
述
、
が
あ

る
。
鄭
玄
は
、
こ
の
三
等
の
祭
犯
に
つ
い
て
は
「
春
官
」
司
服
に
示

さ
れ
る
三
等
の
祭
服
に
従
っ
て
、
社
稜
を
最
も
下
位
の
小
祭
と
し
て

(

H

U
〉

認
め
る
の
で
あ
る
。
鄭
玄
の
祭
柁
体
系
に
お
け
る
社
複
の
位
置
付
け

は
、
か
く
も
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
折
衷
主
義
を
解
釈
の
基

本
的
態
度
と
し
て
兵
説
を
調
停
す
る
鄭
玄
で
は
あ
る
が
、
こ
と
社

複
に
関
し
て
は
そ
れ
を
放
棄
す
る
。
自
身
の
経
常
一
回
解
釈
の
起
点
た
る

『
間
礼
』
自
体
に
矛
盾
が
伏
在
し
て
い
た
た
め
、
敢
え
て
牽
合
し
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
鄭
玄
が
自
ら
構
想
す
る
地
示
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
に
お
い
て
、
社
稜
を
大
地
示
に
次
ぐ
神
智
正
と
し
て

た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
あ
る
。

め
て
い

m 
さ
て
、
『
駁
五
経
呉
義
』
は
続
け
て
、
「
大
可
徒
五
地
之
物
一
五
、
一

日
山
林
、
二
日
川
沢
、
三
日
丘
陵
、
四
日
墳
街
、
五
日
原
限
。
五
土

地
者
、
吐
万
物
、
養
鳥
獣
草
木
之
類
、
皆
為
民
利
、
有
貢
税
之
法
。

王
者
駄
祭
之
、
以
報
其
功
」
と
い
う
。
「
地
官
一
大
可
徒
に
示
さ
れ
る

五
土
、
す
な
わ
ち
山
林
・
川
沢
・
丘
陵
・
墳
街
・
原
線
は
万
物
を
産

出
し
養
育
す
る
。
ま
た
、
大
司
徒
に
「
以
土
会
之
法
、
弁
五
土
之
物

生
」
と
あ
る
が
如
く
、
五
土
の
設
定
は
土
地
に
課
す
貢
税
法
た
る

「
土
会
之
法
」
の
基
礎
で
も
あ
っ
た
。
鄭
玄
は
、
こ
こ
で
人
間
が
実

際
の
社
会
生
活
に
お
い
て
享
有
す
る
全
て
の
善
な
る
も
の
の
根
源
を

五
土
の
創
造
性
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
五
土
は
聖
な
る

力
の
貯
蔵
庫
に
他
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
神
格
化
さ
れ
、

「
五
土
の
神
」
と
し
て
崇
拝
の
対
象
と
な
っ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
鄭
玄
は
社
と
称
謂
す
る
の
で
あ
る
。
『
絞
五
経
異
義
』
の
佼

文
の
一
・
条
で
あ
る
「
社
者
、
五
土
之
神
、
能
生
万
物
」
は
以
上
の
如

(ロ)

き
意
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
社
を
対
象
と
す
る
祭
柁
儀
礼
を

統
括
的
に
主
宰
す
る
の
が
王
者
で
あ
る
と
い
う
。

か
く
社
の
神
性
に
言
及
し
た
後
、
『
駁
五
経
異
義
』
は
「
大
司
楽
、

五
変
荷
致
介
物
及
土
示
。
土
示
、
五
土
之
総
神
、
即
謂
社
也
。
是
以

変
原
際
一
一
一
一
口
土
示
。
六
楽
於
五
地
無
原
線
、
有
土
示
、
則
土
示
与
原
線
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同
楽
」
と
続
く
。
「
春
宮
」
大
可
楽
の
「
六
楽
」
を
取
り
上
げ
て
、

抑
伎
の
神
性
に
論
及
す
る
導
入
と
す
る
の
で
あ
る
。
煩
を
一
敗
わ
ず
、
大

司
楽
の
そ
れ
を
挙
げ
る
。
「
凡
六
楽
者
、
一
変
市
致
羽
物
及
川
沢
之

示
、
再
変
而
致
一
綴
物
及
山
林
之
示
、
三
変
而
致
鱗
物
及
丘
陵
之
示
、

四
変
荷
致
毛
物
及
墳
街
之
示
、
五
変
市
致
介
物
及
土
示
、
六
一
変
市
致

象
物
及
天
神
」
と
あ
る
。
見
て
の
通
り
、
五
土
の
中
で
は
原
隈
の
み

が
挙
げ
ら
れ
ず
、
土
示
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
鄭
玄
は
、
こ
の
経
文

の
含
意
を
右
の
『
駁
五
経
異
義
』
で
推
測
す
る
の
で
あ
っ
た
。
社
を

地
一
が
と
し
て
解
す
る
証
左
と
し
て
後
で
『
駁
五
経
異
義
』
に
援
引
さ

れ
も
す
る
『
礼
記
』
「
郊
特
牲
」
の
「
社
祭
土
而
主
陰
気
」
「
社
者
、

神
地
之
道
也
」
に
基
づ
い
た
の
だ
ろ
う
、
こ
こ
の
土
示
を
社
と
し
て

認
め
る
の
で
あ
る
。
か
く
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
原
限
之
一
万
!
一

も
土
一
不
に
包
括
さ
れ
得
る
。
社
は
「
五
土
の
神
」
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
、
大
司
楽
の
土
示
に
対
す
る
「
土
示
、
原
際
及
平
地

〈
日
〉

之
神
」
な
る
郷
玄
注
は
、
土
示
が
「
原
限
の
神
」
そ
の
も
の
で
あ
る

と
の
意
で
は
な
い
。
土
示
の
中
に
そ
れ
を
含
む
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
か
か
る
想
定
は
、
大
可
楽
の
経
文
に
お
け
る
土
示
と
「
六

変
」
の
天
神
と
の
対
応
関
係
を
成
立
せ
し
め
も
す
る
。
鄭
玄
は
天
神

を
英
一
大
上
帝
・
感
生
帝
で
は
な
く
、
『
礼
記
』
「
月
令
」
で
い
う
天

(
日
)

宗
、
す
な
わ
ち
日
月
星
辰
と
し
て
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
述
し

た
大
宗
佑
の
経
文
に
お
け
る
、
地
一
部
の
社
稜
と
天
神
と
の
対
応
関
係

を
認
め
る
鄭
玄
の
見
解
は
、
こ
こ
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。
稜
は
「
原
線
の
神
」
に
飽
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

制
御
玄
は
『
駁
五
経
異
議
』
を
更
に
続
け
て
、
「
詩
信
南
山
云
、
曾

孫
田
之
、
我
一
握
我
理
、
南
東
其
故
、
上
天
間
雲
、
雨
雪
雰
雰
、
益
之

以
憲
一
謀
、
既
優
既
渥
、
既
一
箔
既
足
、
生
我
百
穀
、
麗
場
翼
翼
、
黍
稜

該
該
」
と
い
う
。
『
詩
』
「
小
雅
e

信
南
山
」
の
一
一
却
を
援
引
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
「
原
際
の
神
」
の
神
性
を
保
証
す
る
と
こ
ろ

に
在
る
。
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
瞥
見
す
る
。

「
信
南
山
」
は
、
周
の
成
王
が
馬
の
功
業
を
継
承
し
、
天
下
の
田

地
を
経
理
し
て
農
事
を
振
興
し
た
こ
と
を
詠
じ
る
詩
篇
で
あ
る
。
鄭

玄
が
援
引
す
る
詩
勾
は
、
そ
の
沼
地
が
肥
え
て
穀
物
が
豊
か
に
稔
っ

た
こ
と
を
詠
じ
る
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
前
匂
に
「
均
均

原
間
関
」
と
あ
る
。
穀
物

l
コ
日
穀
」
「
黍
稜
」
は
特
定
の
土
地
、
す
な

わ
ち
原
擦
に
開
墾
さ
れ
た
白
地
に
こ
そ
稔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鄭

玄
は
原
隈
の
豊
鏡
性
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
だ
。
主
食
を
産
出
す
る

か
く
の
如
き
原
線
の
功
は
神
的
な
恵
み
と
し
て
認
め
ら
れ
、
豊
か
な

稔
り
の
継
続
を
願
う
信
仰
の
対
象
と
し
て
神
格
化
さ
れ
て
然
る
べ
き

だ
ろ
う
。
こ
れ
を
鄭
玄
は
「
原
限
の
神
」
と
称
謂
す
る
。
「
信
南
山
」

の
援
引
は
、
皐
克
、
制
御
玄
が
以
下
に
続
け
る
「
原
限
生
百
穀
、
黍
為

之
長
。
然
別
捜
者
、
原
線
之
神
也
」
を
導
出
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た

の
だ
。
「
原
線
の
神
」
の
神
性
を
の
一
長
た
る
稜
に
象
徴
さ
せ
、
そ
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れ
を
「
原
際
の
神
」
の
称
謂
と
し
た
、
と
鄭
玄
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
、
き
稜
を
繰
る
鄭
玄
の
解
釈
は
、
今
文
学
説
・
総
書
説
?

の
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
『
孝
経
援
神

契
』
の
「
税
者
、
原
mm之
料
。
五
穀
、
税
為
長
、
五
穀
不
可
保
敬
。

一
ヰ
リ
!
じ
一
¥
三
¥
〆

故
立
稜
以
表
名
」
(
知
的
以
吉
一
に
従
う
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

f

，
山
口
“
お
削
り
戸
川
J

h

る
。
確
か
に
こ
の
『
孝
経
援
神
契
』
は
地
一
部
と
し
て
の
抑
伎
を
認
め
は

す
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
百
穀
の
長
と
し
て
の
抑
伎
の
属
性
に
対
す

る
崇
拝
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鄭
玄
の
解
釈
の
根
拠
の
一
つ

と
さ
れ
る
『
白
虎
通
』
「
社
税
策
」
の
「
桜
、
五
穀
之
長
。
故
立
桜

而
祭
之
也
。
稜
者
、
得
陰
陽
中
和
之
気
、
市
用
尤
多
。
故
為
長
也
」

に
至
っ
て
は
、
陰
問
問
中
和
の
気
を
得
た
生
長
の
リ
ズ
ム
に
稜
の
神
性

を
見
出
す
。
穀
神
と
し
て
の
棋
を
明
言
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、

許
慎
の
如
き
批
判
も
生
じ
る
。
稜
米
を
以
て
殺
を
祭
る
こ
と
は
自
ら

(
お
)

を
食
む
こ
と
と
な
り
、
不
可
で
あ
る
と
の
批
判
で
あ
る
。

鄭
玄
も
右
の
如
き
税
の
属
性
を
否
定
は
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
郵

玄
が
認
め
る
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
原
際
の
神
的
な
恵
み
に
与
る
も
の

で
あ
っ
た
。
稜
は
そ
れ
自
体
が
崇
拝
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
稜
に
顕

現
す
る
原
隠
の
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ

i
の
故
に
崇
拝
さ
れ
る
、
と
考
え
る

の
で
あ
る
。
「
原
際
の
神
」
と
し
て
抑
伎
の
称
諮
の
背
後
に
か
か
る
象

徴
を
鄭
玄
は
見
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
鄭
玄
は
今
文
学
説
・

そ
の
解
釈
に

摂
取
し
な
が
ら
も
、
地
示
と
し
て
の
稜
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
地
示
た
る
社
の
神
性
に
包
括
さ
れ
得
る
も
の
と
し
て
複
を
認
め

た
が
故
で
あ
る
こ
と
、
資
言
を
要
し
ま
い
。
『
周
礼
』
「
地
官
」
封
人

(
お
)

の
経
文
に
、
社
の
み
が
挙
げ
ら
れ
、
稜
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
鄭
玄
は
「
不
一
一
一
一
口
稜
、
穂
、
社
之
細
也
」
と
指
摘
し
て
も
い

る
の
で
あ
る
。

1¥1 
ま
た
、
郵
玄
は
『
駁
五
経
奥
義
』
に
お
い
て
「
郊
特
牲
一
去
、
社
祭

土
市
主
陰
気
。
又
云
、
社
者
、
神
地
之
道
也
。
謂
社
神
也
。
皆
言

上
公
、
失
之
会
。
今
人
亦
諮
雷
日
雷
公
、
天
日
天
公
、
査
上
公
」
と

い
う
。
「
郊
特
牲
」
の
二
条
を
援
引
し
て
、
社
が
地
示
た
る
こ
と
を

証
明
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
鄭
玄
の
意
図
は
、
社
を
「
上
公
」
、

す
な
わ
ち
人
格
神
と
し
て
認
め
る
許
慎
の
所
一
説
を
否
定
す
る
所
に
あ

る
。
更
に
今
誌
の
、
雷
と
し
て
の
「
雷
公
」
、
天
と
し
て
の
「
天
ハ
ム
」

の
例
を
示
す
の
も
そ
の
補
強
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鄭
玄
は
、
社
祭

に
人
格
神
を
柁
る
こ
と
は
認
め
る
。
そ
の
主
神
と
し
て
で
は
な
く
、

陪
祭
さ
れ
る
対
象
と
し
て
、
で
あ
る
。
『
駁
五
経
異
義
』
の
「
以
古

之
有
大
功
記
之
」
は
こ
の
指
摘
に
他
な
ら
な
い
。

然
ら
ば
、
そ
の
賠
神
を
鄭
玄
は
い
か
に
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
経

書
解
釈
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
に
関
す
る
-
論
及
は
媛
昧
な
要
素
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が
あ
り
、
王
粛
に
誤
解
さ
れ
る
の
も
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
こ
と
を
夙
に
気
付
き
、
質
問
を
試
み
る
弟
子
に
対
す
る
部

鄭
玄
の
解
答
を
先
ず
瞥
見
し
、
そ
の
真
意
を
明
ら
か
に
し
よ
う
c

弟
子
の
趨
商
は
以
下
の
如
き
質
問
を
す
る
。
社
を
地
一
亦
と
し
て
認

め
る
一
方
で
、
大
宗
伯
の
「
王
大
封
、
別
先
告
后
土
」
に
「
后
土
、

土
神
」
と
注
し
、
后
土
も
地
示
と
し
て
解
す
る
。
同
じ
く
し
な
い
は

ず
の
社
と
后
土
に
区
別
を
設
定
し
て
い
な
い
。
い
っ
た
い
社
と
后
土

(
げ
)

と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
陪
祭
す
る
と
い
う
の
か
。
こ
の
質
問
に
対
し

て
、
鄭
玄
は
「
句
龍
本
信
土
、
後
還
之
為
社
。
大
封
、
先
告
后
土
。

玄
注
云
、
后
土
、
土
神
。
不
一
玄
后
土
、
社
也
」
と
答
え
る
。
こ
こ
か

ら
以
下
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
句
龍
は
土
官
た
る
后
土
に

就
い
て
い
た
が
、
後
に
社
に
陪
祭
さ
れ
た
。
大
宗
伯
で
い
う
后
土

は
、
社
と
同
じ
く
し
な
い
地
一
部
で
あ
り
、
従
っ
て
、
大
宗
伯
の
注
は

「
后
土
、
社
也
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
社
と
后
土
の
似

て
非
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た

『
周
礼
鄭
玄
注
』
の
写
本
に
大
宗
伯
の
注
を
「
后
土
、
社
世
」
に
作

る
一
本
が
あ
り
、
そ
の
お
字
を
一
訂
正
す
る
鄭
玄
の
意
図
も
あ
っ
た
ろ

(
同
)

。
λ
ノ

け
れ
ど
も
、
か
か
る
解
答
は
弟
子
の
一
人
の
出
現
を
納
得
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
鄭
玄
が
否
定
し
た
は
ず
の
「
后
土
、
社
也
!
一

(
組
…
)
、
或
い
は
そ
の
逆
の
「
社
、
后
土
」
(
制
令
)
等
が
あ
り
、
解
釈

(
国
〉

に
一
貫
性
が
な
い
こ
と
を
田
漫
は
改
め
て
衝
く
の
で
あ
る
。
か
く
て

副
知
玄
は
「
后
土
、
土
官
之
名
也
。
死
以
為
社
神
高
祭
之
。
故
日
、
后

土
、
社
。
匂
龍
為
后
土
、
後
転
為
社
。
故
世
人
語
社
為
后
土
、
無
可

怪
也
。
欽
定
之
者
定
之
、
亦
可
不
須
」
と
再
び
説
き
、
后
土
に
就
い

て
い
た
匂
龍
を
社
に
配
享
し
た
の
で
、
世
人
は
社
を
后
土
と
称
請
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
陪
神
を
「
社

神
」
と
し
て
認
定
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
に
値
し
よ
う
。
後
で
瞥
見

す
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
后
土
そ
の
も
の
と
も
さ
れ
る
匂
龍
を
社
に

配
享
す
る
こ
と
は
、
地
示
と
し
て
の
社
の
神
性
が
人
間
に
対
し
て
介

入
す
る
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
社
そ
の

も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
神
性
に
与
る
属
性
を
有
す
る
別
神
と
し
て

后
土
を
認
め
た
が
故
に
、
そ
れ
を
「
社
神
」
と
称
謂
し
た
の
で
あ
る
。

単
な
る
陪
神
と
し
て
は
認
め
な
い
、
以
上
の
如
き
鄭
玄
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
「
為
社
神
」
に
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、

「
后
土
、
社
也
一
と
も
「
社
、
后
土
」
と
も
い
っ
て
差
し
支
え
は
な

い
。
要
は
社
が
「
五
土
の
神
」
で
あ
る
こ
と
さ
え
を
確
認
し
て
お
け

ば
よ
い
、
と
答
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
社
神
」
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
が
故
に
、
社
に
陪
祭
さ

れ
る
句
龍
(
后
土
)
に
つ
い
て
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま

た
、
『
駁
五
経
奥
義
』
で
明
示
し
な
い
が
、
社
と
と
も
に
大
宗
伯
の

注
で
「
有
徳
者
配
食
江
戸
川
」
と
指
摘
す
る
が
如
く
、
稜
に
も
賠
科
が
あ

( 18 ) 



っ
た
。
右
の
注
に
続
け
て
、
「
共
工
之
子
日
句
龍
、
食
於
社
。
有
嵐

山
之
子
日
柱
、
食
於
抑
枚
、
湯
選
之
市
配
棄
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
突

は
か
か
る
社
と
稜
の
陪
神
に
つ
い
て
の
鄭
玄
の
見
解
は
、
『
左
伝
』

昭
公
二
十
九
年
と
『
礼
一
一
一
応
』
「
祭
法
」
に
基
本
的
に
は
基
づ
い
て
い

た
。
し
か
し
、
荷
主
同
の
見
解
に
既
に
相
違
が
あ
り
、
ま
た
鄭
玄
も
こ

れ
ら
の
主
旨
か
ら
逸
脱
す
る
解
釈
を
施
す
の
で
あ
る
。
先
ず
社
の
そ

れ
か
ら
見
ょ
う
。

円
左
伝
』
に
は
晋
の
の
言
と
し
て
「
共
工
氏
有
子
日
句
龍
、

為
后
土
。
后
土
為
社
」
と
あ
り
、
「
祭
法
」
に
は
「
共
工
氏
之
覇
九

州
也
、
其
子
臼
后
土
、
能
平
九
州
。
故
配
以
為
社
」
と
あ
る
。
前
者

は
、
十
一
官
た
る
后
土
に
就
い
た
句
龍
を
社
の
主
神
そ
の
も
の
と
し
て

(
却
)

解
し
て
い
る
。
社
に
つ
い
て
の
所
諮
古
左
氏
説
の
由
来
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
た
、
許
慎
ら
の
解
釈
の
最
大
な
る
根
拠
も
こ
こ
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
既
述
し
た
鄭
玄
の
社
と
后
土
を
繰
る
解
釈
も
な
ん
と

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
少
な
く

と
も
配
食
の
二
字
が
な
い
こ
の
『
左
伝
』
の
叙
述
に
従
う
限
り
に
お

い
て
は
、
鄭
玄
の
読
み
替
え
は
牽
強
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

だ
ろ
う
。
一
方
、
後
者
の
「
祭
法
」
は
以
下
の
如
く
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
后
土
は
官
名
で
は
な
く
、
共
工
の
子
の
称
謂
。
社
の
主
神

は
こ
の
后
土
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
玄
は
、
後
で
言
及

す
る
稜
の
陪
神
と
と
も
に
「
此
所
謡
大
村
也
。
春
秋
伝
回
、
封
為
上

公
、
犯
為
大
神
」
と
注
し
、
『
左
伝
』
昭
公
二
十
九
年
の
の
言

を
援
引
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
昨
謂
五
官
の
長
は
上
公
に
就
き
、
死

(
れ
)

後
、
社
稜
五
犯
と
し
て
祭
ら
れ
た
と
の
茶
翠
の
ニ
一
一
口
を
注
に
示
し
て
、

茶
塁
、
が
続
け
て
言
及
す
る
、
右
に
挙
げ
た
句
龍
・
后
土
・
社
の
関
係

を
鄭
玄
は
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
既
述
の
如
く
、
こ
の

叙
述
は
鄭
玄
に
よ
っ
て
読
み
替
え
が
行
わ
れ
て
は
い
る
が
。
と
ま

れ
、
「
祭
法
」
の
后
土
は
匂
龍
が
就
い
た
官
名
と
し
て
解
さ
れ
た
わ

け
だ
。
し
か
し
、
円
国
語
』
「
魯
語
上
」
に
「
共
工
氏
之
伯
九
有
也
、

其
子
日
后
土
、
能
平
九
土
。
故
一
必
以
為
社
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

「
祭
法
」
の
そ
れ
は
人
名
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

問
題
が
も
う
一
句
龍
、
或
い
は
后
土
の
父
、
共
工
の
評

価
で
あ
る
。
罪
悪
な
る
四
凶
の
一
人
と
し
て
共
工
を
数
え
、
幽
州
に

(
泣
〉

放
逐
さ
れ
た
と
の
所
説
も
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
共
工
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
子
の
存
在
な
ど
認
め
る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
に
一
つ
の
推
測
が
あ
る
。
共
工
を
崇
拝
し
た
の
は
魯
を
中

(
お
)

心
と
し
た
地
域
で
あ
っ
た
、
と
の
朱
天
瀬
の
説
で
あ
る
。
右
に
挙
げ

た
如
く
、
国
名
を
冠
す
る
「
魯
訪
問
一
に
そ
れ
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
か

く
推
測
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立
証
に
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
共
工
を
認
め
、
そ
の
子
の
后
土
を
社
と
し
て
信

仰
す
る
の
は
、
特
定
の
地
域
の
歴
史
・
伝
統
を
背
景
と
し
て
産
出
さ

れ
た
宗
教
活
動
で
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
『
泣
南
子
』
「
氾
論
訓
1

一
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つ
あ
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。



に
「
市
内
労
天
下
、
死
而
為
社
」
と
あ
り
、

ら
れ
た
と
の
異
説
も
あ
る
の
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
か
く
も
句
龍
・
后
土
、
及
び
社
を
繰
る
叙
述
に
は
混
乱

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
土
地
神
信
仰
が

も
と
も
と
有
す
る
地
域
性
と
民
族
性
が
先
ず
第
一
ぃ
氏
。
そ
し
て
、
自

然
神
た
る
地
示
が
人
格
化
さ
れ
る
複
雑
な
過
程
が
反
映
し
て
い
る
こ

(
M
)
 

と
、
で
あ
る
。
畢
寛
、
鄭
玄
の
解
釈
は
、
そ
の
叙
述
の
か
か
る
背
景

を
無
視
し
て
、
論
理
的
一
貫
性
を
与
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
鄭
玄
に
と
っ
て
は
歴
史
に
-
証
明
す
る
こ
と
の

で
き
る
実
際
礼
制
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
句
龍
が
社
に
階

祭
さ
れ
る
意
味
な
ど
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
考
え
る
。

匂
詑
が
土
地
を
管
理
す
る
后
土
に
就
い
て
い
た
こ
と
を
、
社
の
陪

神
と
し
て
の
必
要
か
つ
十
分
な
資
格
と
し
て
は
認
め
な
い
。
鄭
玄
は

以
下
の
如
く
も
い
う
の
で
あ
る
。
句
龍
は
死
後
し
ば
ら
く
五
紀
、
す

な
わ
ち
五
官
の
神
の
一
つ
の
后
土
に
陪
祭
さ
れ
、
専
ら
土
に
配
食

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
社
に
階
祭
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

生
存
中
や
は
り
后
土
に
就
い
て
い
た
綴
演
の
子
の
繋
が
こ
れ
に
代
わ

(
お
)

っ
て
空
位
の
后
土
の
賠
神
と
な
っ
た
。
か
か
る
鄭
玄
の
指
摘
は
、
弟

子
が
問
題
と
し
た
大
宗
伯
の
「
先
告
后
土
」
の
后
土
の
説
明
で
も
あ

る
。
郷
玄
は
こ
れ
に
「
后
土
、
土
神
也
。
勢
一
所
食
也
」
と
注
し
、
大

封
の
際
に
祭
る
后
土
を
社
と
し
て
は
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し

死
後
、

市
内
は
社
と
し
て
祭

て
、
後
で
論
争
す
る
こ
と
に
な
る
、
が
、
夏
の
湯
の
持
、
匂
龍
に
代
わ
り

得
る
社
の
賠
神
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
し
后
土
に
就
い
た
こ

と
が
そ
の
資
格
で
あ
る
な
ら
ば
、
裂
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
し
か
し
、
裂
は
社
に
遷
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く

て
、
「
社
神
」
な
る
属
性
を
有
す
る
存
在
に
神
格
化
さ
れ
る
と
こ
ろ

の
超
越
的
な
力
を
、
鄭
玄
は
匂
龍
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
匂
龍
に
よ
る
九
州
の
平
定
で
あ
る
。
五
土
が
分
布
す
る
中
国

の
大
地
を
整
理
し
、
人
民
の
生
活
基
盤
を
確
立
し
た
と
い
う
事
実
か

ら
、
人
間
に
享
受
さ
れ
る
社
の
神
性
を
維
持
・
守
護
す
る
神
的
属
性

を
匂
龍
に
鄭
玄
は
付
与
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
匂
龍
は

「
社
神
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
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さ
て
、
稜
の
借
衿
に
つ
い
て
は
、
「
有
腐
山
氏
之
子
日
柱
、
食
於

稜
、
湯
遷
之
而
記
葉
」
と
述
べ
る
こ
と
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
も
『
左
伝
』
昭
公
二
十
九
年
に
あ
る
、
茶
墨
の
言
た
る

「
抑
枚
、
田
正
也
。
有
烈
山
氏
之
子
日
柱
、
自
夏
以
上
記
之
。
周
棄
亦

為
稜
、
自
ザ
間
以
来
配
之
」
と
、
「
祭
法
」
の
「
腐
山
氏
之
有
天
下
也
、

〈

お

)

(

幻

〉

其
子
日
農
、
能
殖
百
穀
。
夏
之
衰
也
、
周
棄
継
之
。
故
犯
以
為
稜
」

に
基
づ
き
つ
つ
も
、
稜
の
階
神
の
指
摘
と
し
て
読
み
替
え
た
説
明
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
両
書
の
叙
述
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。
『
左
伝
』
は
稜
を
田
正
、
す
な
わ
ち
田
地
を
掌
る
長
官
の
称
謂

と
し
て
認
め
、
か
か
る
官
職
に
就
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
烈
山
氏



(
属
山
氏
)
た
る
炎
帝
の
子
の
柱
、
及
び
照
の
始
祖
た
る
后
桜
に
他

な
ら
な
い
棄
を
複
利
と
し
て
祭
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
許
慎
が
援

引
す
る
左
氏
説
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
祭
法
」

は
、
柱
・
棄
と
も
に
百
穀
を
増
産
し
、
川
民
事
を
振
興
し
た
功
績
が
あ

っ
た
故
に
、
稜
神
と
し
て
祭
っ
た
と
い
う
。
か
か
る
「
祭
法
」
に
つ

い
て
の
鄭
玄
の
注
は
既
に
挙
げ
た
如
く
で
あ
る
。
抑
伎
を
繰
る
『
左
一

伝
』
と
「
祭
法
」
の
叙
述
も
社
の
そ
れ
と
同
様
に
融
合
す
る
わ
け

だ
。
し
か
し
、
柱

φ

棄
が
抑
伎
の
路
神
と
し
て
の
資
格
を
得
る
の
は
ひ

と
え
に
彼
ら
の
農
業
娠
輿
の
功
績
に
よ
る
、
と
鄭
玄
は
考
え
る
。
地

示
と
し
て
の
複
は
原
隙
の
も
つ
収
穫
の
力
の
表
徴
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
に
は
、
そ
の
路
神
は
稜
の
神
性
を
背
後
に
有
す
る
神
的
属
性
、
が
あ

っ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
柱
と
棄
の
功
績
に
そ
れ
を
鄭
玄
は
見
る
の

(
お
)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
す
が
っ
て
稜
の
神
性
に
与
る
豊
か
な
稔
り
を
希

求
す
る
と
い
う
わ
け
だ
ろ
う
。
皐
克
、
州
知
玄
が
解
す
る
稜
の
賠
神

は
、
人
間
に
享
受
さ
れ
る
稜
の
神
性
を
保
護
す
る
人
格
神
と
し
て
認

め
ら
れ
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
『
左
伝
』
等
が
と
も
に
般
に
お
け
る
稜
の
陪

神
の
変
置
を
斜
玄
は
特
定
す
る
c

般
の
湯
に
よ
っ
て
柱
と
棄
の
変
置

が
な
さ
れ
た
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
指
摘
は

鄭
玄
の
創
案
で
は
な
い
。
『
尚
指
一
一
己
「
夏
社
ー
一
の
序
の
「
湯
既
勝
夏
、

欲
遷
其
社
、
不
可
、
作
夏
社
」
に
よ
る
一
般
的
な
見
解
な
の
で
あ

め
る
、

る
。
た
だ
、
こ
の
序
に
対
す
る
具
体
的
な
解
釈
が
二
説
に
分
か
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
『
漢
書
』
「
郊
柁
志
上
」
は
「
夏
社
」
を
湯
が
作
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
、
以
下
の
如
く
説
明
す
る
。
湯
が
築
を
伐
っ
た
の

で
、
哀
の
時
代
の
社
を
遷
そ
う
と
す
る
も
の
が
い
た
。
し
か
し
、
湯

は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
稜
神
の
柱
を
遷
し
て
棄
を
そ
れ

〈
却
〉

と
し
て
祭
っ
た
。
変
・
肢
の
政
権
交
替
を
契
機
と
し
て
稜
神
の
変
置

が
議
せ
ら
れ
た
と
す
る
、
か
か
る
「
郊
記
志
上
」
の
説
明
を
敷
桁
す

る
の
が
「
偽
孔
伝
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
湯
承
尭
舜
禅
代
之
後
、

傾
天
応
人
、
逆
取
順
守
、
市
有
慰
徳
。
故
革
命
創
制
、
改
正
易
服
、

変
置
社
稜
。
後
世
無
匂
龍
者
。
故
不
可
部
止
」
と
い
い
、
社
稜
の
変

置
を
革
命
の
一
端
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
序
の
「
湯

既
勝
股
」
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
か
く
の
如
く
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
し
か
し
、
鄭
玄
は
社
稜
の
変
震
の
契
機
を
別
な
る
歴
史
的

事
実
に
求
め
、
「
夏
社
」
の
序
に
注
し
て
「
犠
牲
既
成
、
楽
盛
既
潔
、

祭
以
其
時
。
市
皐
嘆
水
溢
、
則
変
置
社
稜
。
当
湯
代
架
之
時
、
皐
致

災
。
明
法
以
薦
、
市
猶
皐
至
七
年
。
故
湯
選
柱
一
冊
以
周
棄
代
之
。
欲

選
句
龍
、
以
無
可
継
之
者
、
子
走
故
止
」
と
い
う
。
先
ず
『
孟
子
』

一
尽
心
下
'
一
を
援
引
し
て
、
社
稜
が
変
宣
さ
れ
て
然
る
べ
き
場
合
を

指
摘
す
る
。
犠
牲
を
整
え
、
穀
物
の
供
物
を
湾
ら
か
に
し
て
、
時
期

を
得
た
祭
舵
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皐
舷
・
出
水
が
あ
れ

ば
、
社
稜
を
取
り
替
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
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は
、
鄭
玄
に
お
い
て
は
階
神
の
変
置
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
湯
が

架
を
伐
っ
た
持
、
皐
越
が
あ
り
、
そ
れ
は
七
年
に
及
ん
だ
と
の
、
『
尚

(

却

)

、

、

、

、

世
一
回
大
伝
」
一
等
に
見
え
る
歴
史
事
実
を
提
出
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

礼
に
適
っ
た
祭
一
紀
を
設
え
、
正
し
い
徳
に
よ
っ
て
供
物
を
捧
げ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
長
年
に
わ
た
っ
て
皐
越
は
続
い
た
、
と
補
足

す
る
。
か
く
て
、
『
孟
子
』
に
叙
さ
れ
る
が
如
、
き
事
態
が
起
こ
り
、

社
稜
の
人
間
に
及
ぼ
す
神
性
を
保
護
す
る
守
護
神
た
る
陪
神
の
責
任

が
関
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
変
電
す
る
必
要
に
追
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
湯
は
柱
を
遷
し
て
棄
を
稜
の
そ
れ
と
し
た
が
、
勾
龍
に
代
わ
る

べ
き
も
の
が
存
在
せ
ず
、
社
の
そ
れ
は
旧
来
の
ま
ま
に
し
た
、
と
鄭

玄
は
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
郷
玄
は
社
抑
伎
の
変
置
を
革
命
の
一
川
崎
と
し
て
は
認
め

な
い
の
で
あ
る
。
社
抑
伎
の
神
性
は
特
定
の
王
朝
に
属
す
る
も
の
で
は

な
く
、
少
な
く
と
も
一
夏
@
般
・
周
の
三
代
を
一
貫
す
る
、
と
考
え
る

の
で
あ
っ
た
。

v 
こ
こ
で
改
め
て
、
許
慎
・
王
粛
ら
の
地
示
を
繰
る
解
釈
を
概
括
し

よ
う
。
以
上
論
じ
た
鄭
玄
の
社
稜
解
釈
と
そ
れ
は
基
本
的
に
は
変
わ

る
こ
と
が
な
い
、
と
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
ら
は
鄭
玄
が
想
定
す
る
こ
大
地
示
と
し
て
の
克
福
山
と
「
神
州

の
神
」
を
認
め
な
い
。
し
か
し
、
鄭
玄
が
主
張
す
る
が
如
く
、
『
周

礼
』
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
社
稜
よ
り
上
位
の
地
示
を
対
象
と
す
る

祭
認
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
丘
と
北
郊
を
祭
場
と
す
る
配

地
犠
礼
で
あ
る
。
彼
ら
も
こ
れ
を
否
定
は
し
な
い
。
た
だ
彼
ら
は
こ

れ
ら
を
異
称
向
祭
と
し
て
解
す
る
。
北
郊
の
方
丘
に
お
い
て
行
う
、

大
地
の
生
命
力
を
崇
拝
す
る
配
地
儀
礼
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
社
稜
に
つ
い
て
は
、
地
示
と
す
る
鄭
玄
の
所
説
を
採

用
せ
ず
、
人
格
神
と
し
て
認
め
る
。
し
か
し
、
か
か
る
解
釈
と
鄭
玄

の
そ
れ
と
は
ほ
ん
と
う
に
栢
容
れ
ぬ
も
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
捉
え

る
句
穫
と
后
稜
は
、
大
地
そ
の
も
の
が
人
格
化
さ
れ
た
土
地
神
で
あ

る
、
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
神
性
を
支
持
す
る
勾
龍
と
后
稜

の
功
業
に
は
大
地
の
自
然
属
性
、
或
い
は
そ
の
社
会
に
対
す
る
影
響

が
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
鄭
玄
は
こ
れ
ら
を

地
示
た
る
社
稜
の
階
神
と
し
て
認
め
も
し
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
彼

ら
の
社
稜
解
釈
は
鄭
玄
の
そ
れ
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
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鄭
玄
の
解
釈
の
一
部
に
相
当
す
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼

ら
が
主
張
す
る
紀
地
儀
礼
と
社
稜
の
荷
祭
は
、
鄭
玄
の
社
稜
解
釈
の

大
枠
に
包
摂
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
、
大
地
の
豊
鏡
性

に
対
す
る
信
仰
か
ら
生
じ
た
地
示
と
、
そ
の
人
格
化
さ
れ
た
土
地
神

を
総
享
す
る
か
、
或
い
は
分
配
す
る
か
、
に
在
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。



た
だ
鄭
玄
の
地
一
ぷ
を
繰
る
解
釈
の
論
理
操
作
は
、
一
貫
し
て
『
周

礼
』
を
基
軸
と
し
た
。
『
周
礼
』
に
お
い
て
、
方
丘
と
北
郊
の
柁
地

儀
礼
は
、
矢
天
上
帝
と
感
生
帝
を
そ
れ
ぞ
れ
の
主
神
と
す
る
関
丘
・

〈

川

副

〕

南
郊
の
杷
天
儀
礼
と
常
に
併
挙
さ
れ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
か

く
て
、
こ
れ
ら
の
配
地
儀
礼
が
対
象
と
す
る
、
社
稜
よ
り
も
上
位
の

地
一
部
を
鄭
玄
は
構
想
す
る
。
芙
天
上
帝
に
準
じ
、
或
い
は
そ
れ
に
与

る
神
性
が
付
与
さ
れ
る
見
掛
山
と
「
神
州
の
神
」
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
突
天
上
帝
を
最
高
権
威
に
置
く
世
界
構
造
た
る
『
周
礼
』
国
家

を
弁
託
す
る
如
上
の
陀
天
儀
礼
の
宗
教
的
機
能
を
輔
翼
・
強
化
す
る

も
の
と
し
て
、
方
丘
と
北
郊
の
雨
配
地
儀
礼
を
鄭
玄
は
創
案
す
る
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
か
か
る
紀
地
儀
礼
も
位
界
秩
序
の
維
持
者
た
る

王
者
に
独
占
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
吋
礼
記
』
「
出
礼
上
」
等
に
あ
る

「
天
子
祭
天
地
」
は
鄭
玄
に
お
い
て
は
以
上
の
如
き
意
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
祭
は
社
会
の
末
端
に
及
ぶ
ま
で
設
定

さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
階
級
に
合
致
す
る
礼
秩
を
以
て
大
地
の

ま
鏡
性
に
感
謝
す
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
最
終
的
に
そ
れ

ら
は
王
者
の
祭
る
社
に
統
括
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

注(

1

)

小
論
の
本
文
と
注
で
引
く
円
駁
五
経
異
義
』
を
は
じ
め
と
す
る
鄭
玄

の
若
述
の
伏
文
、
及
び
許
間
山
町
五
経
異
義
』
は
孔
広
林
『
通
徳
遺
書
所
見

録
』
に
拠
る
。
そ
の
出
典
は
問
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
々
注
記

し
な
い
。

(

2

)

大
宗
伯
に
「
以
一
位
記
紀
美
天
上
帝
、
以
実
柴
配
日
月
星
辰
、
以
縮
小
煉

記
司
中
司
命
締
倒
的
雨
邸
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

(
3
)

「
春
官
」
大
司
楽
に
「
乃
奏
大
族
、
歌
応
銀
、
舞
成
池
、
以
祭
地
示
ー
一

と
あ
り
、
郵
玄
は
「
地
紙
、
一
所
祭
於
北
郊
、
謂
神
州
之
神
及
社
稜
」
と
注

し
、
大
地
示
の
一
つ
の
「
神
州
の
神
」
を
主
神
と
す
る
北
郊
配
地
の
音
楽

は
社
複
に
お
い
て
も
演
奏
さ
れ
る
、
と
指
織
す
る
。
ま
た
、
「
春
官
」
典

端
に
「
向
圭
有
邸
、
以
配
地
、
旅
田
望
」
と
あ
り
、
「
配
地
、
謂
一
前
紀
於
北

郊
、
神
州
之
神
ー
一
と
注
す
る
。
こ
こ
で
は
社
稜
を
挙
げ
て
は
い
な
い
が
、

鄭
玄
は
省
略
に
従
っ
た
の
だ
ろ
う
。
圭
壁
も
「
神
州
の
神
」
の
そ
れ
と
向

じ
く
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
示
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
君
臨
す

る
克
福
山
を
対
象
と
す
る
方
丘
紀
地
に
お
け
る
音
楽
・
圭
壁
は
、
「
神
州

の
神
」
の
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
も
の
を
設
定
す
る
。
以
上
の
詳
'
細
は
拙
稿

「
鄭
玄
の
配
地
思
想
と
大
九
州
説
1

一
(
設
問
日
開
閉
賄
側
一
一
誠
一
応
)
を
参
照
の
こ

と。

(
4
〉
そ
の
詳
細
は
(

3

)

で
挙
げ
た
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。

〈

5
)

鄭
玄
は
「
田
担
、
始
耕
出
者
、
謂
神
農
也
。
:
:
:
鄭
司
農
云
、
田

陵
、
古
之
先
教
団
者
ー
一
と
注
す
る

Q

出
担
を
神
農
と
し
て
認
め
る
が
、
田

駿
に
つ
い
て
は
鄭
衆
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
引
く
に
止
め
る
。
し
か
し
、

円
毛
詩
築
』
に
以
下
の
如
き
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
小
雅
・
南
町
」

に
あ
る
田
祖
を
先
議
と
し
て
解
し
、
そ
の
築
に
本
文
に
挙
げ
た
篠
章
の
経

文
を
援
引
す
る
。
ま
た
、
「
小
雅
・
大
田
」
に
あ
る
田
駿
を
司
藷
と
し
て

解
す
る
。
『
礼
記
』
「
郊
特
牲
」
に
示
さ
れ
る
先
沓
・
司
沓
と
こ
れ
ら
を
同

定
す
る
わ
け
だ
。
そ
の
「
郊
特
牲
」
の
鄭
玄
注
は
「
先
昔
、
若
神
農
者
。
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可
音
、
后
稜
是
也
」
で
あ
る
。
箭
章
の
田
駿
も
后
稜
と
し
て
解
さ
れ
て
い

た
、
と
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

〈

6
)

ハ
3
)
と
同
じ
。

ハ
7
〉
凡
楽
、
:
:
・
霊
鼓
・
霊
設
・
孫
竹
之
管
・
空
桑
之
穿
葱
・
威
池
之

拝
、
夏
日
至
、
於
沢
中
之
方
丘
奏
之
。
若
楽
八
変
、
別
地
示
皆
出
、
可
得

市
礼
失
。

(
8
)

以
下
の
『
鄭
志
』
の
本
文
は
以
下
の
如
し
。

究
口
自
壊
云
、
天
地
郊
社
主
尊
、
不
可
廃
。
故
越
締
祭
之
。
六
宗
山
川
之
神

財
否
。
五
記
宮
中
之
料
、
喪
時
朝
夕
出
入
、
所
祭
不
為
越
緋
也
。

ハ
9
〉
郷
玄
の
宗
一
隔
に
お
け
る
締
胎
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鄭
玄
の

『
魯
礼
締
給
義
』
の
構
造
と
そ
の
意
義
」
(
紅
紘
一
一
課
始
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
ぬ
)
鄭
玄
は
「
鄭
可
山
氏
云
、
大
問
、
天
地
。
次
紀
、
日
月
星
辰
。
小
記
、

可
命
己
下
。
玄
謂
大
記
、
又
有
宗
廟
。
次
杷
又
有
社
稜
五
記
五
獄
。
小
花

又
有
司
中
風
師
雨
前
山
川
百
物
」
と
注
す
る
の
で
あ
る
。

(
日
)
酒
正
に
「
大
祭
三
京
、
中
祭
再
京
、
小
祭
萱
庶
」
と
あ
ハ
ノ
、
郵
玄
は

「
大
祭
者
、
王
服
大
袈
表
売
所
祭
也
。
中
祭
者
、
王
服
驚
莞
議
開
先
所
祭
也
。

小
祭
者
、
王
服
希
箆
玄
関
兜
所
祭
世
」
と
注
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
注
は
司

服
の
「
王
之
吉
服
、
記
長
天
上
帝
、
刻
版
大
袈
而
見
。
記
五
帝
亦
如
之
。

享
先
王
刻
表
克
。
享
先
公
饗
射
、
別
酢
尚
昆
。
紀
凶
望
山
川
、
別
表
町
黒
川
。
祭

社
稜
五
犯
、
則
希
売
。
祭
翠
小
記
、
別
玄
晃
i

一
に
基
づ
き
、
社
稜
を
小
記

と
し
て
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
以
上
の
社
に
つ
い
て
の
解
釈
は
今
文
説
・
緯
書
説
に
従
う
も
の
と
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
『
五
経
異
義
』
が
異
義
と
し
て
紹
介
す
る
「
今
孝
経
説

の
「
社
者
、
土
地
之
主
。
土
地
広
博
、
不
可
縞
敬
、
封
五
土
而
為
社
」
が

そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
鄭
玄
は
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
踏
襲
し
た
の
で
は

な
い
。
『
田
川
礼
』
を
基
軸
と
し
た
経
書
解
釈
に
そ
の
一
設
を
還
元
し
た
う
え

で
、
導
出
し
た
の
で
あ
る
。

(
円
以
)
鄭
玄
が
こ
こ
で
「
平
地
之
神
」
を
挙
げ
る
の
は
、
以
下
の
如
き
理
由

に
よ
る
。
「
天
宮
」
大
宰
の
九
織
に
ご
日
三
農
、
生
九
穀
」
と
あ
り
、

鄭
玄
は
「
三
農
、
原
隈
及
平
地
」
と
注
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
実
、
原
と
隠
は
平
地
に
飽
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

(

M

)

「
六
楽
」
全
体
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
「
此
語
大
蛤
索
鬼
神
市
致
百
物
、

六
奏
楽
一
郎
礼
畢
1

一
と
注
す
る
。
そ
し
て
、
『
礼
記
』
「
月
令
」
の
「
析
来
年

於
天
宗
」
を
、
「
此
府
礼
所
謂
蛤
也
。
天
宗
詩
日
月
星
辰
也
ー
一
と
注
し
て

い
れ
ば
、
こ
こ
の
天
神
も
天
宗
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

γ
Q
O
 

〈
日
)
許
慎
は
「
礼
縁
生
及
死
。
故
社
稜
人
事
之
。
既
祭
稜
穀
、
不
得
但
以

稜
米
祭
稜
、
反
自
食
1

一
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
日
)
そ
の
経
文
は
「
掌
設
王
之
社
墳
、
為
畿
封
荷
樹
之
」
で
あ
る
。

(
口
)
以
上
の
超
高
の
質
問
は
『
鄭
士
と
に
以
下
の
如
く
あ
る
。

超
高
問
、
郊
特
牲
、
社
祭
土
市
主
陰
気
。
大
宗
伯
験
日
、
玉
大
封
、
財
先

告
后
土
。
注
云
、
后
土
、
土
神
也
。
若
此
之
義
、

J

一
出
土
郎
社
、
社
剛
山
后

土
、
二
者
未
知
云
何
。
敢
間
后
土
祭
誰
、
社
祭
誰
乎
。

(
玲
)
本
文
に
お
い
て
次
に
挙
げ
る
、
田
壊
に
対
す
る
鄭
玄
の
解
答
に
こ
の

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

(
円
)
以
上
の
田
壊
の
質
問
は
『
鄭
志
』
に
以
下
の
如
く
あ
る
。

田
理
問
、
周
礼
、
大
封
、
先
告
后
土
。
注
云
、
后
土
、
社
也
。
前
答
越
商

日
、
当
苦
一
口
后
土
、
土
神
、
一
寸
一
口
社
、
非
也
。
檀
弓
臼
、
国
亡
大
県
色
、
或
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日
、
君
挙
前
突
子
后
土
。
注
一
五
、
后
土
、
社
也
。
月
令
、
仲
春
、
命
民

社
。
注
一
去
、
社
、
后
土
。
中
勝
一
去
、
郊
社
之
礼
、
所
以
事
上
帝
也
。
注

一
五
、
社
、
祭
地
神
、
不
一
一
一
口
后
土
、
省
文
。
此
三
者
当
定
之
否
。

(
加
)
『
五
経
呉
義
』
に
「
古
左
氏
説
、
共
工
為
后
土
、
后
土
為
社
」
と
あ

可。。
〈
幻
)
鄭
玄
が
援
引
す
る
『
左
伝
』
の
禁
墨
の
一
一
一
一
向
は
、
そ
の
前
後
の
叙
述
も

視
野
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
左
伝
』
に
は
「
有
五
行
之

官
、
是
諮
五
官
。
実
列
受
氏
姓
、
封
為
上
公
、
犯
為
寅
神
、
社
稜
五
記
、

走
尊
同
党
奉
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郵
玄
は
注
に
お
い
て
本
文
の

「
安
神
」
を
「
大
神
」
に
改
め
て
い
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

(
幻
)
例
え
ば
、
『
尚
書
』
「
舜
典
」
が
そ
う
で
あ
る
。

(
お
)
『
中
国
古
代
宗
教
初
探
』
(
U
側
一
以
〔
民
)
、
第
三
章
「
地
上
自
然
村
山
口
市
拝
及

/le--'Z
ふ
、

其
演
化
」
第
一
節
「
地
神
崇
拝
的
起
因
和
演
変
」
で
、
こ
の
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

〈
針
〉
(
お
)
と
同
じ
。

(
お
)
以
上
の
邸
玄
の
見
解
は
『
鄭
志
』
に
以
下
の
如
く
あ
る
。

駒
沢
為
祝
融
、
句
龍
為
后
土
。
左
氏
下
一
一
一
口
后
土
為
社
、
謂
暫
作
活
土
、
無
有

代
者
。
故
先
師
之
説
、
梨
兼
之
。
因
火
土
供
位
南
北
。

ハ
m
m
)

「
農
」
に
作
る
が
、
柱
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
明
ら
か
で
あ

る
。
例
え
ば
、
孔
頴
達
は
「
農
、
謂
腐
山
氏
後
世
子
孫
、
名
柱
、
能
殖
百

穀
。
故
国
語
一
去
、
神
農
之
子
、
名
柱
、
作
曲
演
官
。
図
名
燥
、
是
也
」
(
町
一
関

統
)
と
指
摘
す
る
。

(
幻
〉
円
国
一
浩
』
「
魯
語
上
」
に
も
「
昔
烈
山
氏
之
有
天
下
也
、
其
子
日
柱
、

能
殖
百
穀
百
疏
。
夏
之
輿
也
、
周
棄
継
之
。
故
紀
以
為
稜
」
と
あ
る
。
な

ぉ
、
こ
の
「
魯
詰
上
」
の
「
夏
之
興
也
」
に
つ
い
て
、
王
利
器
は
「
輿
当

為
表
。
尚
替
、
湯
誓
正
義
引
此
日
、
興
当
為
衰
字
之
誤
。
祭
法
正
作
表
。
左

伝
昭
公
二
十
九
年
注
、
湯
既
勝
夏
、
廃
柱
一
間
以
棄
代
之
。
亦
回
定
指
夏
表
時

一
一
一
一
口
」
(
蹴
船
内
一
)
と
い
う
。
「
夏
之
持
也
」
を
「
夏
之
安
也
」
に
改
め
て
こ

そ
、
「
魯
一
誌
上
」
の
叙
述
は
『
礼
記
』
『
左
伝
』
の
そ
れ
と
整
合
性
を
得
る

の
で
あ
る
。

(
お
〉
稜
の
陪
神
と
し
て
は
、
既
述
し
た
「
信
南
山
」
に
対
す
る
鄭
玄
の
解

釈
に
よ
る
な
ら
ば
、
民
で
あ
っ
て
も
そ
の
資
格
は
十
分
で
あ
る
。
し
か

し
、
民
を
そ
れ
と
し
て
認
め
な
い
の
は
、
経
警
に
叙
せ
ら
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
。

(
m
U
)

か
か
る
「
郊
紀
志
上
」
の
叙
述
に
つ
い
て
、
応
劫
は
「
選
大
皐
七

年
、
明
徳
以
薦
、
市
早
不
止
。
故
選
社
、
以
棄
代
為
稜
。
欲
選
句
龍
、
徳

莫
能
継
。
故
作
夏
社
、
説
不
可
遷
之
義
也
」
(
一
端
士
口
)
と
い
う
。
社
稜
の

変
置
を
夏
段
の
交
替
と
関
連
付
け
ず
、
そ
の
説
は
鄭
玄
と
同
じ
で
あ
る
。

(
ぬ
〉
言
問
書
大
伝
』
に
「
湯
伐
架
之
後
、
大
卒
七
年
。
史
ト
日
、
当
以
人

以
龍
一
。
湯
乃
璃
髪
爪
、
自
以
為
牲
而
藤
子
桑
林
之
社
、
十
叩
雨
大
至
、
方
数

千
里
」
(
…
雄
一
常
一
一
)
と
あ
る
o

景
勝
の
年
数
に
は
違
い
は
あ
る
が
、
同
様

な
叙
述
は
『
呂
氏
春
秋
』
「
煩
民
篤
」
に
も
あ
る
。

(
泣
)

(

4

)

と
同
じ
。
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